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Ⅰ．はじめに
　高齢者のデイサービスは、2000年に介護保険法の規定す
る居宅サービスの一つとなった。介護保険法でのデイサー
ビスには、「社会的孤立感の解消」「心身機能の維持」「家
族の身体的精神的負担の軽減」の3つの目的がある。
　介護保険法施行前の高齢者の活動の場といえば、「老人
福祉センター」1）や、1979（昭和54）年に寝たきり等の人を対
象とした「通所サービス」、1986（昭和61）年に通所サービ
スと訪問サービスが統合され、「在宅老人デイサービス事業」
が実施された。基本事業は生活指導、日常動作訓練、養護、
送迎等で、これに入浴、給食等の事業が加わった。
　1990（平成2）年に「老人福祉法等の一部を改正する法律」
が成立。市町村が中心となり、在宅福祉サービスを積極的
に推進することが求められた。この法改正と1989年（平成
元年）に示された、「高齢者保健福祉推進十か年戦略（ゴ
ールドプラン）により、デイサービスを1万か所設置すると
いう目標が示された2）。
　2000（平成12）年、介護保険法施行により介護サービスの
仕組みは大幅に変わり、多くの要介護者がデイサービスを
利用できるようになった。当初は8,037か所で始まり、2008
（平成20）年では22,366か所となっている3）。
　現在では、介護予防型のデイサービスや認知症対応型の
デイサービスも加わって、利用者ニーズに応じた多様なデ
イサービスが展開されている。
　また、近年は銭湯を利用したデイサービスや接骨院での
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デイサービス、マシンジムのようなデイサービス（介護予
防デイ）など、新たにさまざまな場で目的の違うデイサー
ビスが提供されるようになっている。
Ⅱ．デイサービスの変遷
　1990（平成2）年に「老人福祉法等の一部を改正する法律」
が成立したことをきっかけに、「宅老所」が開設されるよう
になった。「宅老所」では「通い」（デイサービス）を中心に、
「泊まり」（ショートステイ）、「自宅への支援」（ホームヘルプ）、
「住まい」（グループホーム）等のサービスを提供している。
　1993（平成5）年、福岡県で「よりあい」（1991年にお寺の
境内を借りて始まる）がスタート。民家型の「宅老所」と
して注目を浴びた。開設当初は公的助成が受けられないた
め経営が厳しい状況であったが、1995（平成7）年4月に社会
福祉法人となり経営が安定した。「宅老所」の実践は1990年
代において、大変重要な役割を果たしてきた。その実践は、
2006年（平成18）4月の「介護保険法改正」による、「小規模
多機能型居宅介護」（「通い」、「泊まり」、「自宅への支援」、「住
まい」を一体的に提供する仕組み）に繋がっていく。
　また、1997（平成9）年に長野県の「アザレアンさなだ」で
始まった「逆デイサービス」は、入所型施設（特別養護老
人ホーム）から民家に日中通ってケアを受けるというもので
あった4）。当時は「宅老所」の実践を参考に、画一的な集団
のケアから少人数の個別ケアに注目が集まっていた。施設
では普段見られない笑顔が見られたり、おしゃべりを楽しん
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だり、料理をする姿などから生きがいを見出す実践が行わ
れた。
　さらに、「富山型デイサービス」に代表されるような、「地
域共生ケア」も生まれた。
　1993（平成5）年に富山県で開設された「このゆびとーまれ」
は、高齢者、障害者、子どもという、従来は縦割り行政の
弊害により、共にケアを受けられなかった利用者が、馴染
みのある地域で共に過ごせる場を提供しようとした実践で
ある。
　福岡県の宅老所「よりあい」、逆デイサービスの「アザレ
アンさなだ」、富山型デイサービスの「このゆびとーまれ」は、
現在のデイサービスに大きな影響を与えてきた。介護保険
法によって多様化してきたデイサービスは、このような実践
によるケアの理念を生かしているのか？　また、生かしてい
るのであればどのようなニーズに対応しているのか考えてみ
たい。
Ⅲ．研究の目的
　本研究の目的は、多様化するデイサービスの利用者がど
のようなニーズを持っているのかを知ることにある。その
ために、特徴のあるデイサービスの活動内容を知る。
　さらに、介護保険法が施行されて11年経過した現在、介
護保険法の理念の一つである「高齢者は自分の意思のまま
に自分らしく生きる事」を支援するということが、サービ
スの提供現場でどのように実践されているのかを検討する。
Ⅳ．方法
　研究にあたっては、多様化するデイサービスの形態をタ
イプ別に分類することから始めた。これまでのデイサービ
スの変遷を参考にして分類した。
　そして、特徴のあるデイサービス施設をピックアップし、
次の3施設「このゆびとーまれ」、「夢のみずうみ村」、「デイ
サービス・ルポ」に訪問し、それぞれの活動内容を調査した。
　調査方法は、利用者の観察（非参与観察）、利用者の話
を聞く（自由面接法）、職員の仕事（援助方法）を観察し、
利用者ニーズを把握するための情報を収集した。
　倫理的配慮として、個人情報は保護し、人権に配慮した。
また、利用者の活動に支障がないよう観察した。写真など
は利用者の許可を得て撮影した。
Ⅴ．結果
　はじめに、多様化するデイサービスの形態をタイプ別に
分類することから試みた。これまでのデイサービスの変遷
から筆者が分類した。
　目的別に次の3タイプに分類した。①老人福祉センターを
起源とした「介護予防」（生きがい支援）型、②宅老所を
起源とした「地域共生ケア」（通う、住まう場）型、③在宅
寝たきり高齢者デイサービスを起源とした「介護支援」（日
表1　目的別デイサ ビースの分類
1980年代
1990年代
2000年以降
＊用語の説明
　地域共生ケア…高齢者だけでなく、障がい者、子ども（幼児）を対象としているのが特徴。
　宅老所…「通い」、「泊まり」、「自宅への支援」、「住まい」等のサ ビースがある。
　逆デイサ ビース…特別養護老人ホームから民家に「通い」ケアを受けるというサ ビース。
　小規模多機能型居宅介護…2006年の介護保険制度改正により法制度化された。
　地域密着型サ ビース…2006年の介護保険制度改正により地域密着型サ ビースが始められた。
　リハビリ特化型デイサ ビース…リハビリに特徴をもった多様なプログラムを用意している。
　介護予防デイサ ビース…一般に介護予防デイと呼ばれている。運動機能向上に特化したところが多い。
「老人福祉センター 」
　　　  ↓
「地域密着型サ ビース」
「リハビリ特化型デイサ ビース」
「介護予防デイサ ビース」（筋力向上、栄養改善、口腔ケア）
「その他のデイサ ビース」（サロン型、接骨院、銭湯でのデイサ ビース）
「宅老所」
「富山型デイサ ビース」
「逆デイサ ビース」
↓
介護保険制度による
「小規模多機能型居宅介護」
「在宅寝たきり高齢者デイサ ビース」
「老人デイサ ビースセンター 」
↓
「通所介護」（デイサ ビース）
「認知症対応型通所介護」
介護予防
（生きがい支援）
地域共生ケア
（通う、住まう場）
介護支援
（日常生活支援）
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常生活支援）型である。
　目的別に分類を試みた結果は表1に示したとおりである。
　次に、それぞれのデイサービスの特徴や活動内容につい
て整理した。目的別・形態別にみた利用者ニーズは、目的
別では「介護予防」型と「地域共生ケア」型と「介護支援」
型の3タイプに分類できた。訪問調査を行った、「デイサー
ビス・ルポ」は「介護予防」を目的としており、「このゆび
とーまれ」は「地域共生ケア」である。「夢のみずうみ村」
は「リハビリに特徴のある介護予防と介護支援」のデイサ
ービスである。
　また、形態別に考えてみると「地域共生ケア」は宅老所
や富山型デイサービス、小規模多機能型居宅介護は「民家
型」が多く、小規模である。「介護予防」については、「デ
イサービス・ルポ」のように小規模な所や「夢のみずうみ村」
のような大規模な所まである。「介護支援」の「通所介護」
は施設が母体となって運営しているところが多く、比較的
規模の大きい所が多い（表2）。「地域共生ケア」は住み慣
れた地域で安心した暮らしの場を提供している。「介護予防」
「介護支援」はそれぞれの目的により多様な活動の場を提供
している。
　プログラムについては、「介護支援」型のデイサービスと
特徴のあるデイサービス3施設で比較してみた（表3）。
　活動について「介護支援型」の一般的なデイサービスは
集団活動型であり、今回訪問調査をした3施設は個別ニー
ズを尊重しているプログラムであった。
　どのように、個別ニーズを尊重しているかについて3施設
の特徴を説明する。
　介護予防型の「デイサービス・ルポ」は都市型のデイサ
ービスで、場所はマンションの1階、外見からはデイサービ
スとはわからない環境であった。要支援の方が多いため、
杖歩行程度のレベルの利用者で会話も弾んでいて楽しい雰
囲気に包まれていた。訪問した日は午後の活動で、男性、
女性がほぼ半々で10名程度の利用であった。職員は4名で
対応していたが、スタッフはそれぞれの役割を利用者のペ
ースを見ながら進めていた。バイタルサインチェックや足
浴とフットケア、体操とマシントレーニング等が活動の中
心であった。最後に男性4名がマージャンを行っていたのが
特徴的であった。
　また、帰りに隣の肉屋で焼き鳥をお土産に持ち帰る男性
利用者が「これで今日も一杯飲める」と言って帰ったのが
印象的であった。介護予防型のデイサービスは「社会的孤
立感の解消」と「心身機能の維持」に効果的な活動であるが、
日常の中で身近に通える場所があるということ、利用した
いプログラムであること、落ち着ける環境があることなど
が利用者ニーズではないかと感じた。
　「地域共生ケア」のデイサービス「このゆびとーまれ」では、
2名の利用者にお話を伺った。1名は中途身体障害者 A さん
（中途失明、両下肢麻痺）で、活動は自分のオリジナルの
手芸用品を作成すること、キーボード演奏と歌を唄うこと
であった。A さんは話をすることが好きで、これまでのい
きさつや作品の説明をしてくれたり、歌のリクエストなど
を聞いて披露してくれた。また、開所当初から利用してい
る B さんも「クロスワードパズル」を黙々と行っていたが、
途中から大好きなアーティストの話を聞かせてくれた5）。
　一息ついたところで、職員がお茶を準備し提供してい
た。「お飲み物は、熱いのがいいですか？冷たいものにしま
すか？」と尋ね、その人の好みに応じて菓子を添えて提供
していた。介護の基本である「利用者の尊厳」と「自ら選
択して決める」ということが実践されていた場面であった。
その他、3名の障がいを持つ有償ボランティアの人が良く話
しかけてくれた。皆人懐っこく、話好きであったのも印象
的であった。職員からは「ここは決められたプログラムが
ありません、あるとすればここで作ったお昼ごはんを皆で
食べることくらいですね。」という話が印象的であった。プ
ログラムがないデイサービス？一般的な施設でのデイサー
ビスでは考えられないが、ここでは当たり前のことで、近
所の知り合いの家にでも来ているような、気軽に通える場
所であると私は感じた。
　リハビリに特徴のある「夢のみずうみ村」では、職員か
ら「○○してみませんか」という声かけをすることはなく、
自分でやりたいことを見つけるという意図が施設の環境と
プログラムに生かされていると感じた。朝20台の送迎車で
利用者をお迎えし、入口をはいると自分で決めるスケジュ
ール表がある。1日の利用者がおおよそ100〜140名で、そ
れぞれの利用者が「今日は何をしたいか、明日は何をする
か」ということを自分で決めなくてはならない。10時にな
るとそれぞれが決めた活動の場所に移動しなければならな
い。多くは杖などを使用して歩行できるが、車いすの利用
者もいる。職員は移動の介助を基本的にはしていない。ただ、
クルーザーでの釣りに出かける時、船に乗るまでは職員が
おんぶして乗るという場面はあった。施設内は、タンスが
並べられ、天井からは吊るした提灯、階段もあり、坂道も
ある。ここでは「バリアアリー」と呼んでいるが、とにか
く自分で移動しなければならない。
　プログラムは多種多様で「クルージング」「釣り」「料理
教室」「パンづくり」「木工」「陶芸」「園芸」「写真」「プール」
「からだほぐし」「機械マッサージ」「機械トレーニング」等
がある。ここではプログラム活動に参加するだけでなく、「生
きがい」6）を重視している。生きがいを重視する理由は、人
表2　目的別・形態別にみた利用者ニーズ
　　 （・は利用者の分布、特化型はリハビリ特化型）
要介護度
（重度）
　↓
　↓
　↓
　↓
（軽度）
要支援
　　目的別　　共生ケア　→　介護予防　→　介護支援
　　形態別　　　 小規模　　→　→　→　　大規模
・
・
・
宅老所
富山型
・
・
介護予防
・
・
・
特化型
・
・
・
・
・
通所介護
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から与えられた活動ではなく、自分で考えた目標を持って
実行することが地域で暮らすためには重要であり、自分で
考えた目標を達成する意欲を引き出すのが支援と考えてい
るからであろう。
　この施設では、意欲を引き出すための工夫（仕掛け）が
随所に用意されている。活動には、「YUME（ユーメ）」と
いう村内通貨が使われる。活動するためのユーメは、自分
で稼がなければならない。ユーメは「体力測定」や「歩行
訓練」で貰えるが、「カジノ」や「ダーツ」でも得点に応じ
て貰える。いたる所にある「クイズ」や「漢字ドリル」に
答えることで増やしたりできる。「自分の目標」7）を考える
だけでも貰えるようになっている。プログラムと仕掛けが
上手く連動している。
　意欲を引き出すということを私たちは既成の概念で、「こ
とばかけ」の重要性を説く。ここでは、「ことばかけ」の前
にさまざまな仕掛けがあって、他者の活動や会話（おしゃ
べり）からも刺激を受ける。自ら、やる気が湧いてくるの
を待つという姿勢を感じた。お昼時、1階のホールにバイキ
ング形式で食事が用意される。ここでも自分の食器に自分
で盛りつけるのが原則で、運ぶのも自ら行わなければなら
ない。片麻痺でもキャスター付きワゴンを利用して自分で
テーブルまで運んでいる。そして、どこかのビアホールの
ようなにぎやかな雰囲気のなかで和気あいあいと話をしな
がらの食事風景が広がる。活気ある利用者は、さらに会話
を楽しむ中で、お互いに元気づけられているような印象を
受けた。
　特徴のあるデイサービスでは、プログラムも職員の援助
も「利用者の選択と自己決定」が尊重されていた。
Ⅵ．考察
　デイサービスの目的、「社会的孤立感の解消」「心身機能
の維持」「家族の身体的精神的負担の軽減」について、そ
れぞれのニーズを考えてみた。
　「介護予防型」は、身近に通える場所と利用したいプロ
グラム、そして落ち着ける環境があることが重要なニーズ
で、目的としては「閉じこもりの予防」と「心身機能の維持」
に効果が期待される。
　宅老所・富山型デイサービスは、馴染みのある地域で自
分の家のように過ごせるということが通ってくる人の安心
感になっていて、このことが最大のニーズであると感じた。
このような「地域共生ケア」では、「何かをする、させる」
というのではなく、「安らぎ」と「安心感」を与え、利用者
の憩いの場所であるということが重要な要素である。その
点から考えると「社会的孤立感の解消」を中心として「家
族の身体的精神的負担の軽減」という目的に応えている。
　「リハビリに特徴のあるデイサービス」では、さまざまな
サービスが提供される。各々目標に応じてプログラムに参
加し、「生きがい」を見出すことがニーズである。主体的
表3　デイサ ビースの内容
介護支援型デイサ ビース
介護予防認知症対応型通所介護
認知症対応型通所介護
介護予防通所介護
通所介護
特徴のあるデイサ ビース（訪問した事業所・施設）
A 「デイサ ビース・ルポ」（介護予防）
B 「このゆびとー まれ」（地域共生ケア）
C 「夢のみずうみ村」（リハビリに特徴のあるデイサ ビース）
?
?
?
?
?
集団活動中心
アクティビティケア（体操、歌、カラオケ、貼り絵、
塗り絵、習字、手芸、ゲーム等）
基本事業（送迎、入浴、昼食）
A…筋力向上トレーニング（油圧式マシン使用）、体操・スチレッチ、フットケア、リフレクソロ
ジー、その他レクリエ シーョン等がある。送迎は個別対応。昼食はなし。
B…決められたプログラムはなし。
（自分の好きな過ごし方で自由に過ごす）
送迎、入浴は個別に対応。
昼食は、利用者と職員が施設内で調理したものを一緒に食べる。（家庭的な雰囲気）
C…基本的には個別に自由に選択
人気のメニュー は、クルーザーでの魚釣りや片手で出来る（片麻痺）料理教室、パン作
り、プール、体ほぐし、筋トレ、身体測定等がある。昼食はバイキング方式
（歩くことも食べることも自立支援と考えている）
??
?
基本的には、介護保険法の目的に沿って方針が
定められている。各施設・事業所によって違いが
ある。
A…休息、平安、安らぎ、憩いの場を提供している。お話（おしゃべり）することも体を動かす
ことも本人の意思を尊重している。
B…ノー マライゼ シーョンの理念に沿って、赤ちゃんから障がいのある人、高齢者と様々な人
が利用できる施設。
C…原則として、スタッフから利用者に「○○しましょうと」声をかけることはなく、自分でやりた
いことを見つけるというのが方針。
活動に興味を持てるような仕掛けが色々あるのが特徴。
に活動することにより生活の自立を促すことを目的とする。
「心身機能の維持」だけでなく自立支援の効果が期待でき
る。
　「夢のみずうみ村」で、次のような話があったので紹介す
る。
　ある日、夫婦で利用希望の見学があった。夫は「何でも
自分でやらなければならないのは嫌だ。だからここには通
わない。」と他のデイサービスを選んだ。妻は、「お料理を
したり、色々出来るからここに通いたい。」と別々の選択を
したという。一例ではあるが、現在のデイサービスは、す
でに「選択できる」から「選択する」時代に移り変わって
いると感じた。
　今回の調査では、デイサービスのニーズの一端を知るこ
とが出来た。
　結果として、多様化したのは利用者の目的であり、目的
に応じてニーズが変化し、それに応えるようなプログラム
が用意されてきている。単にプログラムが多様化しただけ
ではなく、援助が個別化していると実感できた。
　今後の研究課題として、今回の調査を発展させ地域福祉
サービスの視点から研究を進めていく。具体的に「地域共
生ケア」のあり方を深く調査したいと考えた。暮らしを支
えるサービスが住み慣れた地域で行われるような仕組み（シ
ステム）について継続して研究を進めていきたいと考えて
いる。
　今回、訪問を快く受け入れてくださった施設の方々とお
話しを熱心にしてくださった利用者の方々に感謝を申し上
げたいと思います。
田家英二：高齢者のデイサービスニーズの多様化について
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注）
 1）「老人福祉センター」（老人福祉法）は、「無料または低額な
料金で老人に対して各種の相談、健康の増進、教養の向上、
レクリエーションのための便宜を総合的に供与する。」こと
を目的とした施設。平成20年度の統計では2,228か所となっ
ている。数値は厚生労働省『社会福祉施設調査』の統計に
よる。
 2）老人デイサービスセンターは、平成2年に老人福祉法に位置
づけられた。平成12年に介護保険法による「通所介護」に
移行した。平成12年は8,037か所となっている。デイサービ
スの数は厚生労働省『社会福祉施設調査』の統計による。
 3）デイサービスの数は厚生労働省『社会福祉施設調査』の統
計による。
 4）「アザレアンさなだ」は長野県真田町にある特別養護老人ホ
ームで、1997年「長野県痴呆性老人先駆的処遇モデル事業」
として逆デイサービス「大庭の家」を開設している。
 5）ＡさんＢさんについては、惣万佳代子『笑顔の大家族　こ
のゆびとーまれ』水書坊（2002）pp, 44〜47、pp, 108〜111
で紹介されている。
 6）藤原茂『介護予防　リハビリテーション』青海社（2005）
pp, 7〜8で、「夢のみずうみ村」の目指す「生きがい」の考
え方が示されている。さらに、pp, 11〜12で「自分一人でや
るぞ」という自覚について書かれている。「できる」ことに
視点をあて生活していくことが、「人生の現役」であるとい
う自覚を生み、自立を促すことに繋がっていく。
 7）前掲書6）pp, 110〜120に「目標づくり」の必要性が書かれ
ている。ここでは、「第2の人生」を定年後の人生、「第3に
人生」を介護の手が必要不可欠になった時の生活と考えて
いる。「残りの人生現役宣言」で生きていく目標を書く。「夢
のみずうみ村」では個々の目標が掲示されている。
※本研究は平成23年度「鶴見大学特定研究助成金」による
　研究成果である。
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資料
このゆびとーまれ（富山県）  5月27日訪問
夢のみずうみ村（山口県）9月8日訪問
夢のみずうみ村
デイサービスで魚釣り（手前の船に乗って）
夢のみずうみ村
下駄箱（黄色の下駄箱、パンダの写真が印）
夢のみずうみ村
バリアアリ—（提灯にぶつからない様に）
夢のみずうみ村
多様なプログラム（メニューは約60種）
